
株式会社ヤマザワ
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ヤマザワは「健康経営優良法人2024」(大規模法人部門)に認定されました。
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人々の生活や価値観が
めまぐるしく変わっていく時代。
地域に密着するスーパーマーケットの役割も
ますます高度化、多様化が求められています。
わたしたちヤマザワグループは、
72年という歴史の中で培ってきた
幅広い知識と経験、社員の絆と強靭さを
新時代に向けさらに進化させていき、
お客様の生活をより豊かにし、地域にとって
欠かせない企業となるため、邁進してまいります。
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コーポレート
マークについて

ヤマザワのＹの字を限りない未来へ向け
て広げていき、緑の大地から大空へはば
たく鳥の翼としてシンボリックにデザイン
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PHILOSOPHY

経営理念

MANAGEMENT PL AN
第3次中期経営計画

PRINCIPLES
社是・社訓・企業行動規範

VISION
目指す姿

目指す姿
V I S I O N

地域に愛される、
健康元気な100年企業を目指す

第3次
中期経営計画
M A N A G E ME N T P L A N

チャレンジ“100”
～100年企業に向けてスタートアップ～

ヤマザワグループ
経営理念
P HIL O S O P H Y

ヤマザワグループは、
お客様に安心と豊かさを提供し、
地域の健康元気を応援するとともに、
従業員一人一人が輝く企業を目指します
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　ヤマザワは昭和27年山形県東根市に山

澤進現名誉会長が「山澤薬局」を開業し、

昭和37年セルフサービス式のスーパーマー

ケットを開店して以来、令和4年8月に創業70

周年を迎えました。その間たくさんのお客様、

お取引先様、従業員の皆様からお力添えを

賜り歩んでまいりました。これからも「ヤマザワグ

ループは、お客様に安心と豊かさを提供し、地

域の健康元気を応援するとともに、従業員一

人一人が輝く企業を目指します」というグルー

プ経営理念に基づき、全社結束し、より良い

スーパーマーケットづくりとお客様に「健康元

気」を提供し続け、100年企業を目指してチャ

レンジし続けてまいります。

　ヤマザワはお客様に毎日安心してお買い物

いただける商品とライフスタイルに合った商品、

美味しさをお届けするため、付加価値の高い

商品づくりと楽しい店づくりにこだわってまいります。

　またサステナビリティの取り組みとして、毎日

の楽しいお買い物の提供と共に、地元商品を

大切に地域の健康元気のために地産地消を

推進します。また食育活動や移動スーパーとく

し丸の展開、資源リサイクルなど環境保全とし

てSDGsの取組にも力を入れてまいります。

　また現場力向上、環境変化への原動力と

なる人材育成に取り組み、各種研修の他、現

場でのチャレンジを積極的に行います。

　また、生産性向上のためにDXを活用した

販売、自動発注や省力化の仕組みづくり、デリ

カセンターを活用し、新たな付加価値のある

商品供給体制をつくり上げてまいります。

　従業員一人一人が活躍し、生産性の高い

仕事が出来る様、コミュニケーションの良い風

土づくりをしていくと共に、ワークライフバランスへ

の取り組みとして健康経営優良法人の認定

を受け続け、働きやすい環境づくりを行ってまい

ります。

　地域のお客様にヤマザワがあってよかった、

働いてよかったと思える会社であり続けたいと

考えています。

トップメッセージ

代表取締役社長

古山　利昭
Furuyama Toshiaki

代表取締役会長

山澤　廣
Yamazawa Hiroshi
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地域のスーパーマーケットとして積み上げてきた価値創造のあゆみ
当社は「健康 元気 ヤマザワ」をキャッチフレーズに、「お客様に安心と豊かさを提供する
スーパーマーケット」を目指しています。この先も地域の健康元気を応援するため、
100年企業を目指し「チャレンジ100」をスローガンに前進し続けます。

ヤマザワヒストリー HISTORY

よねや商事株式会社（秋田県横手市）を吸収合併

川西メディカルタウン
店（山形県川西町）
をオープン

サンコー食品
デリカセンター竣工

さくらんぼ東根店
（山形県東根市）を
オープン 

ヤマザワEdy-楽天ポイントカード導入 

2023

2024

健康経営優良企業2024
（大規模法人部門）認定

2001

2005

2011

2012

2014

2016

2019

2020

2022

ヤマザワポイントカード開始 
  
東京証券取引所市場一部に
株式を上場
 

東日本大震災発生、ヤマザワ薬品もあわせ宮城県内全
42店舗が被災（当時）。山形県内は停電、断水が起こっ
たものの、翌日より営業再開 

連結売上高1000億円到達 

よねや商事株式会社（秋田県横手市）を完全子会社化

第1次中期経営計画策定 

取締役会の任意の諮問機関として「ガバナンス委員会」設置

とくし丸１号車開業
（山形県山形市） 

東京証券取引所新市場区分である
スタンダード市場へ移行
創業70周年

山形市とその周辺地域をドミナント化するため、
株式会社スーパー今井を併合  

第１回S＆B杯ちびっこ健康マラソン大会を開催

1981

1983

1984

1987

1985

1992

1994

1997

泉ヶ丘店

サンコー食品「月山高原牛乳」新発売。現在は「おい
しいサンコー牛乳」に名称変更したが、パッケージ
と成分無調整のおいしさは変わらず、認知度も高い
主力商品

財団法人ヤマザワ教育振興基金
（現公益財団法人ヤマザワ教育振興基金）を設立

ヤマザワの
新しいCIデザイン決まる

商品力強化を目的として、日本流通産業株式会社
（ニチリウ）に資本参加

日本証券業協会の承認により、株式を店頭公開

ヤマザワ創業35年を機に
健康元気マーク登場

宮城県第1号
店として、泉ヶ
丘店（仙台市
泉区）を出店 

1962

1975

1952

豆腐、油揚げ等の日配食品製造工場として
株式会社サンコー食品を設立

山形県山形市香澄町に
株式会社ヤマザワを設立

第１号店山形駅前店（山形県山形市）を開店。
山形県下で初めての本格的スーパーマー
ケットの誕生（売場面積250坪、従業員33名）

山形県東根市神町に
山澤薬局を創業

成長
と発展

基盤
の確立創業期

1962-1975

～ここから大きく羽ばたいていく～

（昭和37年～昭和50年）

1975-1998

ドミナントの構築・物流の整備・PB商品の開発

（昭和50年～平成10年）

1998-2022

社会的責任を果たす企業に成長

（平成10年～令和4年）

       2023-

さらなる進化と新たなステージへ

TO THE NEXT STAGE

店舗数の推移
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VALUE CREATION
の価値創造
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店舗数65店舗
2012年（平成24年）3月期

グループ売上高1,000億円達成



数字で見るヤマザワのいま AT A GLANCE

事業の成長性（単体）

（2024年2月期）

8万2,000 3,792

71895億
円

企業の信頼性

お客様満足度

売上高

取扱商品 従業員数

店舗数

東北3県で

創業年数

72

安定した増収で推移

幅広いアイテム数でお客様のニーズに対応 人材育成の強化と健康経営の促進

地域のインフラとして生活を支える存在

長い歴史に裏付けされた堅実な経営 地域と連携した被災地支援

山形県44店舗／宮城県19店舗／秋田県8店舗

創立62年

年間客数

3,788
１日当たり10万人超のお客様が来訪

山形県シェア

No.1
多くのお客様のご愛顧を獲得

オリジナル商品 「おいしいサンコー牛乳」

4,971
40年間愛飲され続けるロングセラー商品

移動スーパー「とくし丸」稼働台数

23
2024年度はさらに９台稼働の見込み

災害協定締結自治体数

20

店舗
を展開

自
治
体

点
以
上

（2024年2月期）

（2024年2月期）
（2024年2月期）

（2024年2月期）

（2024年2月期）

（2024年2月期） （2024年2月期）

（「食品スーパーマーケット年鑑2023」より）

万
人

万
本

年間販売数

人

年

台
（平均臨時従業員含む）
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984名

3,491百万円

71店舗

（2024年2月現在）

純資産額

総資産額

自己資本比率

設備投資額

店舗数

従業員数

7.3%

84.6%

26,349百万円
51,712百万円

50.9%

当社グループは「お客様の毎日の暮らしに役立ちたい」という初心を忘れず、
変化する時代の中で的確な経営戦略の立案と着実な実践に努め、経営理念に基づき、
「お客様に安心と豊かさを提供」するとともに、「地域の健康元気を応援」するため
社会に貢献し続けます。そしてステークホルダーの皆様から信頼される企業を目指し、尽力してまいります。

財務資本（単体）

人的資本（単体）

製造資本（単体）

知的資本

（パート・アルバイト従業員2,808名）

認定取得

商品開発ノウハウ／品質管理・店舗マネジメント能力

社会関係資本
食育事業/教育振興基金/地域災害協定
フードドライブ事業

宮城県内19店舗／秋田県内8店舗）

女性管理職比率

男性育児休暇取得率

第3次中期経営計画
チャレンジ“100”～100年企業に向けてスタートアップ～

【経常利益目標】

1,100億円

950億円

20億円

1.8％

71店舗SM事業

連結

単体

【営業収益】

【店舗数】

【経常利益率】

2030の目標数値

ビジネスモデル

食品
製

造
業・
そ
の
他
事
業

スーパ
ーマーケット事業

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア・調

剤
事業

ドラッグインストア化の
推
進

収
益
のあがる店

舗フォーマット作成

デリ
カセ
ンタ
ー建
設

総
菜
商品
力・
供
給
力の
強
化

共同仕入・販売戦略の統一
本部機能のスリム化

ヤマザワ
グループ
の強み

提案力・
販売力

商品
開発力

設備
投資力

外部環境（社会背景） 人口減少・高齢化によるマーケット縮小 業種・業態を超えた競争激化 コロナ禍による消費行動の変容 物価上昇によるコストの高騰 テクノロジーの変化

経営理念 ヤマザワグループは、お客様に安心と  豊かさを提供し、
地域の健康元気を応援するとともに、  従業員一人一人が輝く企業を目指します

お客様

従業員

地域社会

株主・
投資家

地域環境

・ 安全・安心な商品
サービスの提供

・ 豊かで楽しい生活

・ 働きやすい環境

・ ダイバーシティの
実現

・ 人々 との強い絆

・ 食育をはじめとす
る地域貢献

・ 収益確保と安定配当

・ 企業価値の向上

・ CO2排出量削減

・ 食品ロス削減

アウトカム
提供する価値

アウトプット
中長期的に目指す姿

インプット
経営資源

2023年3月～2025年2月

価値創造プロセス VALUE CREATION

地域に愛される、
健康元気な100年企業

「健康経営優良法人2024」
（大規模法人部門）

（山形県内44店舗／
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重点課題100年企業を目指し、基盤を盤石にする3年間
人口減少や高齢化によるマーケットの縮小や、ドラッグストアなど業種業態を超えた競争の激化、
また、あらゆるコストの増加、デジタル化など、当社を取り巻く環境は急激に変化しております。
第3次中期経営計画は、ヤマザワグループが、基盤を盤石にする3年間と位置づけ、
新たな取組課題を明確にし確実に実行するため策定いたしました。

第3次中期経営計画 MANAGEMENT PLAN

（2023年２月期～2025年2月期）

【経常利益目標】

1,050億円 16億円 1.5％
【営業収益】 【経常利益率】

数値目標

新たな生産性の獲得 サステナビリティ

人材の育成

組織基盤整備

組織風土改革

グループビジョン
V I S I O N

グループ経営理念
P H I L O S O P H Y

ヤマザワグループは、お客様に安心と豊かさを提供し、地域の健康元気を応援するとともに、
従業員一人一人が輝く企業を目指します

2 0 2 5年2月期

顧客の創造

重点課題
M AT E R I A L I T Y

自ら考え行動する

21

4

5

6

3

地域に愛される、健康元気な100年企業を目指す

MATERIALITY 顧客の創造1

MATERIALITY 2

MATERIALITY 3

新たな生産性の獲得

□ 地元商品・ヤマザワブランドの開発 
□ 地産地消 契約産地・栽培の再構築 
□ ローカルブランド開拓
□ 売れ筋変化対応 便利=環境保全 

□ 提案力のある、買いやすい売場づくり
□ 決済の多様化・ネット販売

□ 新店 ：6店（内S&B 4店） 
□ 活性化：12店
□ サンコーデリカセンター2023年11月稼働

▶業務の効率化
　不採算業務再構築

□ 食育事業 【収穫体験】
□ 教育振興基金 地域災害協定

□ CO²排出量削減
□ 省エネ

□ 女性管理職登用の推進
□ ワークライフバランスへの取組
□ 健康経営優良法人の認定取得

▶DX推進
　自動発注推進

▶商品供給体制

サステナビリティ

▶商品開発

▶価値訴求  

▶設備投資
　（SM事業
　サンコー食品）

□ コスト削減委員会発足
□ 付加価値業務への人的資本集中

□ ITインフラの整備
□ AIによる需要予測の活用

□ 惣菜工場活用
□ 新物流体制構築 

▶地域貢献

▶環境対策

▶働きやすい職場環境

VALUE CREATION
の価値創造
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yamazawaの戦略
STRATEGY 

ヤマザワブランドの創出 |°’商品戦略

さらなる店舗サー ビスレベルの
向上を目指して

麗取締役営業本部長

柿崎泰之

品揃え・鮮度（品質）・接客・清潔（クリンリネス）の
基本四原則を徹底しお客様に選ばれ続けるスーパーマー ケットに

ヤマザワでは本年度 より、 これまで23年親
しま れてきた「にこかカ ー ド」 を廃止、新たに
「ヤマザワEdy—楽天ポイントカ ー ド」を新規導
入しました。「にこかカ ー ド」はヤマザワの独自
性、強みであった一 方で、10倍ポイント日への
集中による弊害（ポイント費用•特定曜日集
中・働き方改革への歪み）を持ち合わせていま
した。この課題を解消する と同時に楽天ポイ
ントカ ー ドの知名度・利便性の高さを活用して
「ヤングファミリ ー 層」の支持獲得につなげる
こと、曜日平準化による労働環境の改善を図
ることが目的です。

ただし、あくまでもポイントカ ー ドは販促ツ ー

ルの 一 つであり、 スーパーマー ケットの本質は
「商品力」、「提案力」、「接客 力」がベースです。こ
れをヤマザワでは「基本4原則」という言葉 を使
い店舗サー ビスレベルの向上を図りお客様の
信頼獲得につなげています。「基本4原則」 とは、
店舗における『品揃え』『鮮度』『接客』『清潔（クリ
ンリネス）』のことであり、安定して維持管理する
ことこそが重要と考えます。100年企業実現に向
け、「店舗全体を通してお客様満足度の高い店」
＝「お客様に選ばれ続けるスーパーマー ケット」
を目指し尽力いたします。

「 “ヤマザワブランド”創出に向けて l 
商品力強化 販売力強化 既存店活性化 生産性向上

●山形•宮城・秋田の地元にこだ
わった商品の販売による文化
伝承、地域貢献

●PB商品や「サンコー牛乳」を
はじめとするオリジナル商品
による差別化

●サンコ ー食品デリカセンタ ー

製造 商品、インスト ア調理の
デリカ商品等の簡単便利な即
食商品の強化

●新設「ブランド戦略室」によ
る、“ヤマザワブランド’'創出
のための骨子づくり

●ミ ールソリュ ーション（食生
活提案）による支持獲得

●コモディティ商品の価格訴求
＋素材特化型チラシによる集
客力強化

●「ヤマザワEdy—楽天ポイント
カード」の導入、活用で新規顧
客の獲得（ヤングファミリ 一層）

●既存店の活性化を年間7店舗
実施、10年サイクルでの活性
化パタ ーン構築

●既存店活性化による、トレン
ド部門・カテゴリ ー の売場拡
大で収益性改善

●サンコー食品デリカセンタ ー

活用によるアウトパック比率
向上

●業務改善の推進として、自動
発注（日配A|)全店導入、新型
発注端末の尊入準備

●店長の店舗運営能力向上の為
の各種基準見直し、ガイドラ
イン提示

●役職別に必要な能カ・スキル
向上に向けて各種研修の有効
活用

お客様に安全な商品と美味しさを簡単便利にお届けするため、商品と店づくりにこだわっています。

»【山形•宮城・秋田】地産地消・地元の味・伝承 »ヤマザワオリジナル商品

山形•宮城・秋田の地元の素材・味にこだわった商品を
セレクト。自慢の唯 一 無二の美味しさを お届け し、地域
を盛り上げます。

●地場野菜

●ロ ー カルブランド

而
稲庭うどん

可_,t •: l 

ヽ」三 令 7�,

一

笹かまぽこ

»ェシカル消費

●GI山形セルリ ー

●コラボ商品

サーモンいぶりがっこタルタル巻

山形県遊佐産サクラマス、宮城県産海苔、
秋田県「雄勝野きむら や」のいぶりがっこ
タルタル使用

米沢牛

災害のあった地域や輸入制限商品 を「食べて応援しよ
う！」を合言葉にエシカル消費を推進しています。

季節・旬に応じた素材 を使用し、美味しさと 鮮度にこだ
わったヤマザワオリジナル商品を開発、提供しています。

ヘテ巴 ―--
、が9●し●●9..、

＊ットケーキ
豆ミックス

ヤマザ ワグル ー プ
のサンコ ー 食 品で
製造した、山形県産
乳100％使用した
おいしい牛乳

プライベ ートブランド
「くらしモア」

»簡単便利

お客様のニ ーズの変化に対応し、冷凍食品コー ナ ー を
拡充し、業務用サイズ からワンプレ ー ト、幼児食、アレル
ゲンフリ ーの商品を豊富に品揃えしています。

●冷凍魚・肉加工品
の拡充

●業務用サイズ

●ワンプレ ー ト

●幼児食

●アレルゲンフリ ー
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選任･解任

連携

連携

監査

監査

監査

答申

諮問

監督･指示

上程・報告

選任･解任
指揮命令

選定･解職
監督

報告

報告

報告
業務執行

選任･解任 選任･解任

相談・助言

役員 MANAGEMENTコーポレート・ガバナンス CORPORATE
GOVERNANCE

当社は、法令に基づく企業倫理の向上が重要な課題と認識し、迅速で正確な情報開示を行い、経営
の透明性を高め、株主様、取引先様、従業員等ステークホルダーとの良好な関係を築き、コーポレー
ト・ガバナンスの充実を図ってまいります。
そのため、機関設計として監査役会設置会社を採用し、監査役による取締役に対する独立した実効
性の高い監査を受けつつ、取締役会は、取締役・監査役による適切なリスクテイクを支えるべく環境
を整備しております。そうした環境のもと、取締役会は株主に対する受託者責任と説明責任を踏ま
え、当社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上を促し、収益力、資本効率等の改善を図るため
の役割と責務を適切に果たします。

氏名 委員会 企業経営 人事・労務 /
人材開発 財務 /会計 法務 /

リスク管理 ESG/SDGs

取締役

社内

山澤　廣 ガバナンス ● ● ● ● ●

古山　利昭 ガバナンス ● ● ● ● ●

上畑　日登美 ● ● ● ● ●

工藤　和久 ● ● ● ●

柿崎　泰之 ● ● ●

山本　哲也 ● ● ●

社外
髙橋　一夫 ガバナンス ● ● ●

半田　稔 ガバナンス ● ● ●

髙橋　修 ガバナンス ● ● ●

監査役
社内 池田　正廣 ● ● ●

社外
川井　雅浩 ガバナンス ● ● ●

廣瀬　渉 ガバナンス ● ● ●

当社取締役及び監査役に期待する専門性【スキルマトリックス】

営業 /
マーケティング

代表取締役会長 山澤 廣
（㈱ヤマザワ薬品代表取締役会長）

代表取締役社長 古山 利昭
（㈱サンコー食品代表取締役社長）

専務取締役 上畑 日登美
（㈱ヤマザワ薬品代表取締役社長）

取締役 工藤 和久
（管理本部長）

取締役 柿崎 泰之
（営業本部長）

取締役 山本 哲也
（人事教育部部長兼情報物流部部長兼プロジェクト管掌）

取締役(社外) 髙橋 一夫
(髙橋一夫公認会計士事務所所長)

取締役(社外) 半田 稔
(半田稔法律事務所所長、㈱じもとホールディングス社外取締役)

取締役(社外)  髙橋 修
(ネッツトヨタ山形㈱代表取締役社長)

常勤監査役 池田 正廣 監査役(社外) 川井 雅浩
(川井雅浩税理士事務所所長、
㈱塚田会計事務所代表取締役)

監査役(社外) 廣瀬 渉
(フィデアホールディングス㈱社外取締役、
㈱荘内銀行 取締役)

大場 正（開発部部長） 岡崎 雅則（㈱サンコー食品営業本部長） 布施 清治（生鮮商品部部長）
瀧 幸法（営業企画部部長） 庄子 泰央（㈱サンコー食品取締役管理本部長） 藤本 英二（財務・経営企画部部長）

（2024年2月現在）

左から　川井雅浩、山本哲也、半田 稔、工藤和久、池田正廣、古山利昭、髙橋一夫、山澤 廣、髙橋 修、上畑日登美、廣瀬 渉、柿崎泰之

執行役員

監査役

取締役

組織形態

取締役会議長

取締役監査役人数

取締役会開催状況（2023年度実績）

監査等委員会開催状況（2023年度実績）

取締役監査役の選任

社外取締役監査役の選任

監査役会設置会社

古山　利昭（代表取締役社長）

12名（取締役9名、監査役3名）

開催回数　14回　出席率98％

開催回数　12回　出席率100％

取締役会で候補者を決定し、株主総会で選任しています。

基本的な考え方

コーポレート・ガバナンスの概要

ガバナンス体制図

会計監査人
監査役会
常勤監査役 1名
社外監査役 2名

取締役会
社内取締役　6名
社外取締役　3名

会計
監査

株 主 総 会 ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員
会

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
委
員
会

内
部
通
報
窓
口

執行役員代表取締役

営業本部・管理本部 各事業部門、各店舗、子会社各社

内部監査室
室長 　　  1名
業務担当　1名

コンプライアンス
委員会

顧
問
弁
護
士

東京証券取引所のガイドラインに基づき、専門的な知見に基づく客観的かつ適切
な監視・監督及び監査といった機能・役割を担うと共に、一般株主と利益相反が生
じる恐れがないことを基本的な考え方として選任しています。
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会社概要 COMPANY PROFILE

株式会社ヤマザワ(YAMAZAWA CO.,LTD.)
〒990-8585
山形県山形市あこや町三丁目8番9号
℡023-631-2211(代)
https://yamazawa.co.jp
1962年10月4日
食品スーパーマーケットを核とする小売業
2,388百万円
89,568百万円（2024年2月期）
71店舗
(山形県44店舗・宮城県19店舗・秋田県8店舗)
984名　正社員以外2,808名
東京証券取引所スタンダード市場
（証券コード 9993）
株式会社ヤマザワ薬品・株式会社サンコー食品
株式会社ヤマザワ保険サービス

■発行可能株式総数

■発行済株式総数

■株主数

19,835,000 株
10,960,825 株

11,792 名

(有)ヤマザワ興産　　　
(公財)ヤマザワ教育振興基金
ヤマザワ取引先持株会
ヤマザワ産業(株)
(株)山景
(有)ヤマザワコーポレーション
(有)ヤマザワホーム
(株)ヤマザワ・エージェンシー
(株)山形銀行
山澤　進

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1,011
893
659
634
611
531
487
481
340
317

9.39
8.29
6.12
5.89
5.67
4.93
4.53
4.46
3.16
2.95

株式の総数会社概要

株式の分布状況

IRカレンダー

大株主（上位10名）

※かっこ内の数字は、発行済株式総数（10,960,825株）に対する所有株式数の分布割合です。

第１四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月３月 4月 5月 6月

● 決算発表 ● 決算説明会（機関投資家向け）

● 決算説明会（個人投資家向け） ● 株主総会 ● 有価証券報告書提出

● コーポレート・ガバナンス報告書提出

● 第１四半期決算発表 ● 第２四半期決算発表 ● 決算説明会（機関投資家向け）

● 第３四半期決算発表

個人・その他
97.6%
（32.0％）

国内法人
1.6%
（54.4％）

外国法人等
0.5%
（0.9％）

証券会社
0.2%
（0.3％）

金融機関
0.1%
（10.7％）

自己名義株式
0.0%
（1.7％）

株主数
11,792名

株主数
11,792名

東北
35.4%
（72.6％）

関東
31.4%
（18.6％）

中部
10.7%
（2.0％）

近畿
13.4%
（3.0％）

中国・四国
4.4%
（0.7％）

九州・沖縄
2.9%
（0.3％）

外国
0.3%
（0.9％）

自己名義
0.0%
（1.7％）

北海道
1.5%
（0.2％）

■商号
■本社所在地

■ホームページ
■設立
■事業内容
■資本金
■売上高
■店舗数

■従業員数
■上場市場

■関連会社

地域別所有者別

千株 ％

※持株比率は自己株式（185千株）を控除して計算しています。

公益財団法人 ヤマザワ教育振興基金

地域の将来を担う子供たちの健やかな成長への
お役に立てればとの思いから、当法人は設立され
ました。毎年、山形大学学生への返済義務のない
奨学金の支給、地域の小中学校への教育機材の
助成、高等学校へのスポーツ活動支援、地域のス
ポーツ・文化イベントへの助成を実施しています。

ヤマザワより山形大学へ奨学金寄贈

ヤマザワより川西町へ
教育資材費贈呈

ヤマザワより東根市へ
教育資材費贈呈

●ヤマザワ教育振興基金実績
（2024年3月実績）

基金設立

寄贈先実績

寄贈金額実績

1987年
646校 48団体
3億6,951万円

　「地域の皆様が健康で楽しく、より便利に、より豊かに、活き活
きと生活できる商品と情報を提供し、『生活の質』の向上を実現す
る」を基本理念としてドラッグストア事業と調剤薬局事業を展開
しております。お客様の健康寿命を延ばすための取組みの一つ
である「セルフメディケーション」の推進に力を入れております。 
 　お客様の「健康と美容」を支えるドラッグヤマザワは、気軽に
健康・美容・生活について相談できる信頼ある店づくりに努めてお
ります。医薬品・化粧品・日用品の豊富な品揃えと、的確なアドバ
イスで日々の生活を支えてまいります。
　ヤマザワ調剤薬局は高度な薬学的管理に対応するとともに、
患者様を中心とした様々なニーズに応えられる地域の健康ス
テーションとして「かかりつけ薬局・薬剤師」を目指しております。 
　お薬や服薬指導だけでなく、健康増進活動として健康セミナー
開催や医療機関との連携など、地域医療に貢献できるよう尽力
してまいります。     

　ヤマザワグループに牛乳・豆腐・納豆・蒟蒻・麺類などの日配食
品と、弁当・おにぎり・助六寿司・煮物・サラダ・オードブル・おはぎ・
大福など惣菜商品を製造・供給する食品製造会社です。
　2023年11月に新工場「デリカセンター」を稼働し、原料管理、温度管
理、衛生管理が行き届いた工場にて、惣菜商品の製造能力増強と新
商品の開発強化、そしてさらなる味・品質・鮮度の向上を実現します。
　また、鮮魚プロセスセンターとしての機能を有し、ヤマザワ鮮魚
部門の主要なカテゴリーである切身の品質管理と店頭サービスレ
ベルの向上を目指します。

■ドラッグストア&調剤薬局
株式会社ヤマザワ薬品

■日配及び惣菜商品の自社製造工場
株式会社サンコー食品

■損害保険、生命保険の代理業務およびペット保険の引受保険会社

株式会社ヤマザワ保険サービス

グループ企業
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